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〔要 旨〕

国際交流基金日本語国際センターは、放送大学との共同プロジェクトとして「理工系大学院留学生の
ための日本語オンライン教材」の開発を進めている。教材を開発するにあたり、理工系大学院留学生が
大学生活や日常生活においてどのように日本語を使用しているかを探るため、アンケート調査を行った。
また、アンケート調査の結果に基づき、理工系大学院留学生のグループプロファイルを作成した。グル
ーププロファイルから、理工系大学院留学生の日本語使用場面は幅広く、さまざまな場面で日本語の使
用が求められていることがわかった。研究生活で英語を使用している留学生であっても、指導教員や研
究室メンバーとの研究以外のコミュニケーションにおいては主に日本語を使用している。日常生活にお
いても人との交流のために日本語の使用が必要とされている。また、手続き等で書類に必要事項を記入
するという言語活動が多く見られた。

１．はじめに
現在、国際交流基金日本語国際センターは、放送大学との共同プロジェクトとして「理工系

大学院留学生のための日本語オンライン教材」の開発を進めている。近年、文部科学省により

留学生３０万人計画、グローバル人材育成推進事業、世界展開力強化事業等の大学国際化政策が

推進されているが、当プロジェクトは、理工系大学院において英語のみで学位が取得できるコ

ースで研究活動を行う留学生を主な対象として、日本の生活で最低限必要になる入門レベルの

日本語を渡日前に学習してもらうためにオンラインで教材を提供しようとするものである。

当教材を開発するにあたり、理工系大学院留学生の大学生活や日常生活における日本語使用

状況を把握するべく、アンケート調査を行った。また、アンケート調査の結果に基づき、理工

系大学院留学生のグループプロファイルを作成した。本稿では、アンケート調査の結果とグル

ーププロファイルの作成について報告する。

２．アンケート調査について
２．１ 調査の概要

理工系大学院留学生の日本語使用状況を調査するにあたって、２０１３年６月２７日から７月２１日
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図１：日本滞在期間 図２：研究室への所属年数（留学生）

の間、WEB上に作成したアンケートフォームに直接アクセスし回答する形式でアンケート調

査を実施した。アンケートの対象者は、（１）理工系大学院に所属する留学生と（２）留学生

のいる理工系大学院研究室に所属する日本人学生で、（１）の留学生用アンケートフォームは

英語と日本語の２言語を用意した。主な調査依頼先は、千葉大学、山口大学、早稲田大学、東

京大学、名古屋大学、お茶の水女子大学、電気通信大学、筑波大学など２０近くの大学で、最終

的に留学生回答２０１件（うち、日本語回答１０６件、英語回答９５件）、日本人学生回答１２９件、計３３０

件の回答が得られた。

留学生への質問内容は、（１）属性、（２）使用言語、（３）日本語使用場面、（４）日本

語で困った場面、（５）来日前の学習歴、（６）留学生に必要な日本語についての２０項目、日

本人学生への質問内容は、（１）属性、（２）留学生とのコミュニケーションに対する満足度、

（３）使用言語、（４）留学生の日本語使用場面、（５）留学生とのコミュニケーションにつ

いて感じることについての１５項目である。

２．２ 留学生を対象にした調査

２．２．１ 回答者の属性

回答した留学生の専攻・専門は、工学、建築学、医学・薬学、情報学、農学・園芸、環境学、

物理学、化学、生物学、獣医学など、多岐にわたる理工系分野から得られた。回答者の所属す

る課程は、修士１００（４９．５％）、博士７４（３６．８％）、その他２７（１３．４％）で、日本滞在期間と研

究室への所属年数は共に「c．１～３年」が最も多かった（図１、２）。

回答者の国籍は４８ヵ国にわたったが、中国が７９と圧倒的に多く、次いでインドネシア１９、ベ

トナム１６、マレーシア８、フランス６が続いた。

２．２．２ 回答内容

①使用言語

留学生の使用言語は、指導教員に対しては「c．英語（または他の言語）も日本語も使う」が

３９．８％と最も多かったのに対し、日本人学生に対しては「b．いつも日本語を使う」が５５．７％と
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図３：指導教員との使用言語 図４：日本人学生との使用言語

抜きん出て多かった（図３、４）。どのようなときに英語と日本語を使い分けるかを聞いた質

問では、指導教員に対してはゼミや指導などの専門的な話をするときは基本的に英語で、日常

会話や雑談になると日本語を使うという回答が多かった。日本人学生に対しても同様に、研究

のことは英語で、日常会話は日本語でという回答が多かったが、日本人学生が話しかけてくる

言語に合わせて英語か日本語かを使い分けるという回答も見られた。

②研究活動・大学生活における日本語使用場面

研究活動や大学生活ではどのような場面や場所で日本語を使うかについて選択肢で得た回答

は、図５のようになった。校内の売店や食堂で大学のスタッフと接する際は、日本語を「よく

使う」が８０％前後と非常に高いことが特徴であると共に、専門の研究活動においては日本語を

使う頻度が少なくなる（「よく使う」が４０％台）が、研究活動で接する先生や学生同士であって

も雑談になると日本語の使用が増えることがわかる。

図５：研究活動・大学生活における日本語使用場面（留学生回答）
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図６：日常生活における日本語使用場面

自由記述で得た回答では、「英語のあまり得意でない研究室メンバーとのやりとり」や「研

究室内のメールのやりとり」、「学会の申し込みや発表」、「研究のための情報検索」、「ゼミ

合宿、飲み会」、「フィールドワーク、調査」、「実験器具等の注文」などの日本語使用場面が

挙げられた。図５の選択肢中、日本語を使う割合が最も少ない「b．ゼミで発表する」場面にお

いても、「英語で発表するとコメントが９０％減になるから」日本語を使用するという回答もあ

った。

③日常生活における日本語使用場面

日常生活では、研究活動・大学生活の場面とくらべて大幅に日本語使用が増える傾向にある

ことがわかる（図６）。自由記述による回答では、「アルバイト」、「ネットショッピング」、

「銀行、郵便局、不動産屋」、「レストラン、ホテル、美容院などの予約」、「スポーツジム」、

「教会」、「習い事」、「寮、ホストファミリー」といった日々の生活場面に加えて、「旅行」

や「地域の祭り」などの特別なイベントも挙げられた。

④日本語ができなくて困った場面

日本へ来てから日本語ができないために困ったことがあるかどうかについては、８１．６％が「困

ったことがある」と答えており、困ったときに手伝ってもらう人は「a．研究室の学生」と「b．

日本人の知人や友人」でほぼ半数を占める一方、

「f．誰にも手伝ってもらわない（自分で何とか

する）」という回答も５．６％見られた（図７）。自

由記述の回答では、所属する研究室やコースで

日本語が多く使われる場合、「授業の内容が理

解できない」、「先生や研究室のメンバーに自

分の考えをうまく説明できない」、「研究室で 図７：日本語で困ったとき手伝ってもらう人
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の雑談時にみんな日本語を使うので困った」といった意見が挙げられた。また、日常生活でも

「不動産、光熱費、携帯電話、インターネットの契約」や「市役所の手続き」など、生活上必

要な手続きに加えて、「道に迷った時に案内表示が読めない」、「銀行からの入金確認や郵便

局からの連絡など、電話での日本語会話は非常に難しい」、「宗教上食べられない物が入って

いることを質問できなかったので食べてしまった」といった問題のあることがわかった。これ

らの回答とくらべて深刻さは多少減るが、「コンビニでレジ袋や箸が要らないことが伝えられ

ない」といったユニークな回答もあった。

⑤日本に来て最初に覚えた表現・外国人が知っておくと便利な表現

自己紹介の表現や「おはようございます、こんにちは」、「お疲れ様です」など基本的な挨

拶、「はい、いいえ」、「すみません」、「ありがとう」、「よろしくお願いします」、「大丈夫

です」などの表現が多く挙げられた。また、「知りません、わかりません」、「英語でお願い

します」、「もう一度お願いします」といった、日本語ができないことを表明する表現が便利

だという意見も多く見られた。「いくらですか？」、「どこですか？」、「何ですか？」などの

問いかける表現や、相手の発話に対して「そうですね」、ほめられたときの「そんなことあり

ません」など、やりとりをするための表現も挙げられた。

⑥入門レベルの外国人が日本語学習で優先すべきこと

数ヵ月後に来日する予定の外国人が短時間の日本語学習で優先すべきことを選択してもらっ

たところ、図８のような結果となった。「a．日常生活に必要な実用的な日本語を学ぶこと」を

挙げた回答が飛び抜けて多く、日本で生活する上では最低限の日本語コミュニケーションが求

められていることがわかる。「c．友人や同年代の人との会話に必要な自然な日本語」と「d．先

図８：数ヵ月後に来日する予定の入門レベルの外国人が日本語学習で優先すべきこと

理工系大学院留学生の日本語使用に関する一調査

－１３５－



生や年上の人との会話に必要な丁寧な日本語」をくらべてみると、cの「自然な日本語」を優

先すべきという意見がわずかではあるが多く、これは教員に対する専門的な話題の場面では英

語が使えるが、雑談の場面では日本語使用が増えるという回答（図５）を反映している。その

他、「e．ひらがな、カタカナ、漢字を学ぶこと」が多いのも、外国人にとって日本語表記の案

内表示を読んだり日本語で書類に記入しなければならなかったりする場面が多いことを表して

いる。

日本に来たばかりの留学生にとって、どんな場面でどんな日本語ができるといいと思うか、

自由記述で得た質問でも「道や電車の乗り換えについて質問する」、「買い物する」などの実

用的な会話の重要性が多く指摘されたが、「（コンビニやスーパーで）箸やレジ袋が要るかどう

か、袋を分けるかどうか、買ったものを温めるかどうか答える」、「（飲食店で）店内で食べる

か持ち帰りにするか答える」といった生活に密着した表現が挙げられたことは興味深い。また、

病気や事故の際に助けを求める日本語も必要という回答も多かった。同じく、「英語が話せる

人はいませんか？」、「日本語がわかりません」といった表現も挙げられた。これらの実用的

な表現以外では、日本人と親しくなったり交流を深めたりするために、基本的な挨拶や自己紹

介の表現が大切であるという回答も多く、日本人との誤解やカルチャーショックを減らし礼儀

正しく行動するために日本の文化や習慣を知ることが重要という意見も目立って見られた。

２．３ 日本人学生を対象にした調査

２．３．１ 回答者の属性

回答した日本人学生の専攻・専門は、工学、情報学、化学、エネルギー理工学、数学、獣医

学、生物学、環境学など、留学生回答と同様、多岐にわたる。回答者の所属する課程は、学部

３１（２４．０％）、修士８８（６８．２％）、博士１０（７．８％）で、研究室への所属年数は「１年～３年」

が６２．０％で最も多かった。

研究室に所属する日本人学生と留学生の数について聞いた質問では、日本人学生が「c．１１人

～２０人」「d．２０人以上」いる研究室が合わせて６８．２％であるのに対して、留学生は「a．１人～５

人」が７９．８％と、留学生が少数派の研究室が大半である傾向が見られた（図９、１０）。

図９：研究室に所属する日本人学生の数 図１０：研究室に所属する留学生の数
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図１２：留学生との話題

同じ研究室に所属する留学生の出身国・地域は３４にわたり、多い順に中国６８、韓国３５、イン

ドネシア２４、マレーシア２０、ベトナム１８であった。

２．３．２ 回答内容

①使用言語

留学生との使用言語は、「b．いつも日本語を使う」が５３．５％、「c．英語（または他の言語）

も日本語も使う」が３８．８％（図１１）で、これは留学生が日本人学生との使用言語について回答

した結果ともほぼ一致する。どのようなときに英語と

日本語を使い分けるかを聞いた質問では、留学生の回

答にも見られたように、研究や実験の際には英語で、

雑談や研究室のイベントでは日本語になるという回答

が多かったが、留学生の日本語力や日本語を話そうと

する姿勢に合わせるという回答も多く見られた。

②留学生と話す話題

実務的な「a．研究や実験のこと」、「b．研究室の事務的な連絡」が最も多いが、「e．日々の

生活で起きたこと」や「g．プライベートのこと」といった私的な内容も多く話されている（図

１２）。

自由記述で得た回答には、留学生の出身国の文化・習慣といった異文化交流に関する内容が

多く挙げられた一方で、趣味（音楽、スポーツなど）や好きな芸能人のことなど「日本人の友

図１１：留学生との使用言語
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図１３：研究活動・大学生活における日本語使用場面（日本人学生回答）

達と話す内容は変わらない」という意見も多く見られた。

③留学生の研究活動や大学生活での日本語使用状況

留学生の日本語使用状況について日本人学生から客観的に見た様子について（図１３）は、図

書館、売店、保健センターなどの日本語使用については５３．９％から７０．４％の割合で「わからな

い」と答えているものの、留学生回答と同じく、研究や実験について他の学生と話したり雑談

をしたりする場面で日本語を「よく使っている」という回答が６０％台の高い割合で得られた。

その他、大学外の日常生活で留学生が日本語をよく使っている場面や場所は、「日本人と話す

際は基本的にすべて日本語」とする回答が多く、「日本語を使おうと努力している」、「留学

生同士の会話でも日本語と英語が混じっている」と積極的に日本語を使っている留学生の様子

が見て取れる。

④留学生とのコミュニケーションについての満足度

「a．きちんと意思の疎通ができて満足」と「c．きちんと意思の疎通ができないこともあるが、

特に不満は感じていない」が合わせて８０．７％で、概ね満足していると言える（図１４）。留学生

について日頃感じていることについての自由記述では、「意思の疎通ができないことは不満で

はないが惜しく感じる」、「自国の文化につい

てもっといろいろ聞いてみたい」など、留学生

との交流を積極的に求める意見が多く見られた。

日本人の英語力の問題を挙げる意見も多く、「留

学生の人は英語でゼミ発表を行うので、日本人

の英語のスキルアップが必要」といった意見も

あった。全体的には、「積極的に日本語のコミ

ュニケーションの仕方を学ぼうとしていて偉い

図１４：留学生とのコミュニケーションに
ついてどう感じるか
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と思う」と好意的な意見が多かった。一方で、「日本人に聞かれて都合の悪いときだけ母国語

で話すときがあり不快感を伝えたことがある」、「同国人で集まってばかりいるので英語も日

本語も上達せずもったいなく思う」と否定的な意見も挙げられた。少数ではあるが、「事務書

類で日本語必須のものが多すぎる」と、留学生を受け入れる体制上の問題を指摘する意見も見

られた。

２．４ アンケート調査のまとめ

以上の結果、理工系大学院留学生は研究活動や大学生活において、相手や話題によって英語

と日本語を使い分けている傾向がわかった。大学外の日常生活では、日本語使用が求められる

場面が大幅に増えることもわかった。

日本の理工系大学院では英語のみで学位が取得できるコースの拡充が進められているが、こ

れらの結果から、研究活動自体は英語のみで行えたとしても、研究室のメンバーと交流を深め

たり日本人学生とよりよい関係を作ったりする上では日本語を使ったほうが望ましく、また、

大学以外の日常生活では否応なく日本語使用が求められる実状があると言える。研究室内で留

学生が積極的に日本語を使用しているのは、日本文化を理解しようと努め、日本人学生とより

深く交流しようとしている留学生の好意的な姿勢によるものとも言えるが、日本語で記載しな

ければならない申請書が多すぎるといった大学の受け入れ態勢や、日本人学生の英語力が英語

のみのコースに十分に適応しきれていないといった問題も、留学生が日本語を使用せざるを得

ない状況の一因であると言える。

３．グループプロファイル「理工系大学院留学生のための日本語」
２のアンケート結果をもとに、理工系大学院留学生のグループプロファイルを作成した（資

料１）。グループプロファイルとは、特定の集団に必要となる言語使用場面や言語活動をまと

めたものである。

３．１ 作成手順

グループプロファイル作成にあたって、まず、シナリオ（言語使用場面）を作成した。アン

ケート結果から、理工系大学院留学生がどのような場面で日本語を使用しているのかを抽出し、

「ゼミに参加する」「指導教員と話す」などとした。

次に、各シナリオが社会においてどのような位置づけにあるのかを整理するため、シナリオ

に「領域」を付与した。領域は CEFRに基づき、「私的領域」「公的領域」「職業領域」「教育

領域」の４分類とした。
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・私的領域：楽しみのために読書をしたり、自分のために日記をつけたりするような、個人

が行うことに関わる場合。

・公的領域：一般的な公的立場で、社会の一員として行動する場合。

・職業領域：職業や専門的仕事に携わる場合。

・教育領域：ある教育制度の中で組織だった教育を受ける場合。

（Council of Europe２００８：４６）

資料１では、領域に基づき、シナリオを大きく【研究活動・大学生活】と【日常生活】に分

けて示している。教育領域のシナリオを【研究活動・大学生活】に、公的領域、私的領域を【日

常生活】とした。職業領域は、大学生活と関わる就職活動を【研究活動・大学生活】とし、ア

ルバイトは【日常生活】とした。【研究活動・大学生活】には、理工系大学院生の特徴となる

ようなシナリオが見られるが、【日常生活】のシナリオは、日本で生活する留学生に共通する

と考えられるものも多い。

次に、各シナリオに必要となる要素を想定し、記述した。要素とは、その場面において行わ

れる実際の言語活動である。たとえば、「ゼミに参加する」というシナリオの場合、要素は、

「発表を聞く」「議論する」などが想定される。

アンケートの回答で、具体的な場面や状況、言語表現などの詳細が書かれていた場合は、そ

れを抽出し、「具体例」として記述した。また、日本人学生からの話題に関する回答の中から

も引用した。回答の自由記述にあったもののみを記載したため、具体例はすべての言語活動に

は付与していない。なお、具体例はあくまでもその言語活動の一例であり、実際にはより多様

な言語活動が行われていると思われる。

３．２ グループプロファイルの特徴

作成したグループプロファイルから、英語で研究活動を行っている留学生であっても、さま

ざまな場面で日本語を使用していることがわかった。

教育領域においては、ゼミでの発表や議論など、専門的な内容については英語を使用しつつ

も、飲み会などの研究室イベントや雑談などでは日本語を使用するなど、使用言語を使い分け

ているケースが目立った。指導教員と話す際も、研究についての相談では英語を使用するが、

挨拶や研究以外の会話では、日本語の使用を心がけている留学生が多いようである。また、学

会への申し込みや実験用具の購入などで外部と公的に関わる場面では、日本語の使用が求めら

れていることがわかる。

公的領域においては、シナリオの数が多く、かつ幅広いことがわかる。買い物や病院、旅行、

趣味など、さまざまな場面で日本語が使用されている。中でも特に多かったのが、手続きに関
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するシナリオである。公共料金等の手続きや、生活に必要な申し込み、契約などで日本語が必

要とされる。これらの言語活動は、日常生活だけでなく、大学生活においても求められている。

特に、書類に必要事項を記入するのが困難であると答えた留学生が目立った。

また、領域を問わず、交流を目的とした言語活動が全体的に多いことがわかった。研究室に

おいても、大学外においても、交流を目的とした会話では積極的に日本語を使おうとしている

様子が見られる。日常生活では、近所の人や地域、教会などとのつながりを作るための交流会

話が行われている。大学院レベルでは家族と来日する留学生も少なくないが、子どもがいる場

合は、子どもが通う保育園や学校とのつながりがあり、そこでも交流的な言語活動が行われて

いる。

なお、今回のグループプロファイルは、国際交流基金（２００９：１１４‐１１５）に示されているド

イツ語プロファイル（Profile deutsch）のグループプロファイル作成手順に基づいて作成したが、

シナリオや要素にはレベルを付与していない。レベル付けをするには、そのシナリオにおいて、

その言語活動がどの程度できる必要があるのかを明らかにする必要があり、さらなる調査が必

要となるであろう。

４．おわりに
以上明らかになった理工系大学院留学生の日本語使用状況を基礎資料として、日本語オンラ

イン教材の開発を進めていく。当教材は、『まるごと 日本のことばと文化』（入門 Ａ１

かつどう）（国際交流基金 ２０１３）の目標 Can−doおよび主な表現を基本的なシラバスとするが、

アンケート調査とグループファイルから得られた理工系大学院留学生に必要な場面や表現等を

盛り込んだドラマスキットを撮り下ろし、教材のメインコンテンツとする予定である。この教

材は、平成２５年度中にオープンコンテンツとしてオンライン公開を開始する予定である。
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